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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism  Chugoku Regional Deveropment Bereau

前回委員会からの助言等
への対応状況について

資料－1

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 浸水範囲及び浸水深の調査

1

■国において、今次洪水の浸水範囲を推定するため、堤内地側の痕跡水位の調査を新たに実施した。

凡例
□：推定浸水範囲
■：樋門
○：浸水深0m
●：浸水深0m～1m
●：浸水深1～2m
●：浸水深2～3m
●：浸水深3m～

堤内地側の痕跡水位調査から得られた浸水深と推定浸水範囲

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



河道水位（洪水痕跡、水位観測所、排水樋門の内外水位計等）の検証結果

越水

越水

越水
越水

野宮排水樋門
菰池樋門

亀尻樋門
金蔵樋門

二万谷川樋門

松尾排水樋門

杉森樋門
遠田樋門

八十八樋門

妙見排水樋門
服部樋門

黒宮排水樋門

新田樋門

石田谷川樋門 古川樋門

辻本樋門 下河原樋門

井ノ口樋門

松尾排水樋管

福原樋管

■河道痕跡水位調査結果、水位観測所及び排水樋門等における内外水位計等により確認された水位データをもとに、河道からの越水状況
を検証した。

■ 小田川の河道水位の痕跡調査

越水・決壊越水・決壊

2※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

矢形橋水位観測所
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■ 最大浸水範囲と最大浸水深の検証結果

氾濫解析による今次洪水の最大浸水範囲と最大浸水深

凡例

□：推定浸水範囲
 ：決壊点
■：樋門

＜実績＞
○：浸水深0m
●：浸水深0～1m
●：浸水深1～2m
●：浸水深2～3m
●：浸水深3m～

＜計算＞
■：浸水深0～1m
■：浸水深1～2m
■：浸水深2～3m
■：浸水深3m～

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism  Chugoku Regional Deveropment Bereau

被災要因の分析

資料ｰ２-１

（小田川）

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 真備地区における主な河川管理施設の被害等の概況

■国管理河川の小田川（2箇所）、県管理河川の末政川（3箇所）、高馬川（2箇所）、真谷川（1箇所）において、合計8箇所の堤防の
決壊が発生した。

■小田川右岸では、越水や法崩れ等の施設被害が多数発生している。また、小田川左岸では堤内地側に噴砂が確認されている。

凡例
×：決壊(国)
×：決壊(県)
●：越水
▼：法崩れ(国)
▼：法崩れ(県)
▲：漏水(噴砂)

※今次洪水に関する数値等は平成30年7月16日15時時点のものである。
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×
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▼

▼

末政川 左右岸0.7k

末政川 左岸0.4k

左岸3.4k左岸4.2k
左岸6.4k

右岸7.0k 右岸4.0k

右岸3.2k

右岸0.6k

右岸4.2k

右岸4.4k

大武谷川
小田川合流部

真谷川左岸0.3k

高馬川 左岸0.0k
右岸0.1k

×
右岸2.8k～3.8k

高梁川

1地図の出典：国土地理院ウェブサイト

堤防決壊
L=100m

末政川

堤防決壊
L=300m

堤防決壊
L=200m

堤防決壊
L=20m

×

× ●

右岸2.6k

噴砂跡

堤防決壊
L=20m

▲

左岸2.6k

位　　置 被害名 備　　　考

左岸2.6K付近 漏水（噴砂）

左岸3.4k付近 決　壊 L=100m
左岸4.2k付近 法崩れ L=80m、裏法崩れ
左岸4.2k付近 漏水（噴砂） 法崩れ位置より上流
左岸6.4k付近 決  壊 L=50m
右岸0.6k付近 法崩れ L=30m、裏法崩れ
右岸2.6k付近 越　水

右岸3.2k付近 越　水
右岸2.8k～3.8k付近 法崩れ L=1,000m（点在）、裏法崩れ
右岸4.0k付近 越　水
右岸4.2k付近 法崩れ L=15m、裏法崩れ
右岸4.2k付近 法崩れ L=16m、裏法崩れ
右岸4.4k付近 法崩れ L=70m、裏法崩れ
右岸7.0k付近 越　水

被災位置および被災内容（国管理区間）

位　　置 被害名 備　　　考

末政川左岸0.4k付近 決　壊 L=20m

末政川左岸0.7k付近 決　壊 L=200m
末政川右岸0.7k付近 決　壊 L=300m
高馬川左岸0.0k付近 決　壊 L=20m
高馬川右岸0.1k付近 決　壊 L=100m
真谷川左岸0.3k付近 決　壊 L=100m
大武谷川（合流点） 法崩れ L=50m、裏法崩れ

被災位置および被災内容（岡山県管理区間）

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 小田川における被災箇所の整理 （越水箇所の整理）

■小田川右岸では、2k300～2K600付近、3K000～4k200付近、7k200～7k400付近、7k800付近で越水が発生していると推定されるが、堤防
の決壊には至っていない。

■小田川左岸では、3k400および6k400において越水が発生していると推定されるが、この2箇所は、堤防の決壊が発生している。

河道水位（洪水痕跡、樋門地点水位）の検証結果

越水・決壊

越水

越水

越水
越水

野宮排水樋門
菰池樋門

亀尻樋門
金蔵樋門

二万谷川樋門

松尾排水樋門

杉森樋門
遠田樋門

八十八樋門

妙見排水樋門
服部樋門

黒宮排水樋門

新田樋門

石田谷川樋門 古川樋門

辻本樋門 下河原樋門

井ノ口樋門

松尾排水樋管

福原樋管

法崩れ

法崩れ

法崩れ

法崩れ

漏水

越水・決壊

2※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

矢形橋水位観測所



■ 被災要因の分析（左岸3k400） ①越水

■現況堤防高※及び痕跡水位から、堤防高の低い高馬川から越水が発生したと推定される。
■その後、小田川の水位上昇により、前後に比較し堤防高の低い高馬川橋付近から越水が発生したと推定される。

平面図 堤防高の縦断図

小田川

高馬川

※小田川の現況堤防高は定期測量成果（H28）
※高馬川の現況堤防高は国所有のLP測量データ(H18)からの推定
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3.4k

①

①

②

高馬川堤防高

小田川  

高馬川左岸高馬川右岸

高馬川樋管
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m
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現況堤防高（左岸）

小田川水位（再現）

痕跡水位

②堤防高の低い高馬川合流部付近
から決壊したと推定される。

決壊幅L=100m上流→ →下流

高馬川

(左岸川表痕跡水位)
(左岸川表痕跡水位)

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。
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LP堤防高（高馬川左岸）
痕跡水位【小田川（3k400）】

井原鉄道
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LP堤防高（高馬川右岸）
痕跡水位【小田川（3k400）】

→下流上流→

①堤防高の低い高馬川下流から
越水が発生したと推定される。

→下流上流→

①堤防高の低い高馬川下流から
越水が発生したと推定される。

小田川合流点

小田川合流点



■現地調査の結果、高馬川橋東詰の小田川堤防裏法尻付近（図中Ⅰ)に最大深さ1.2m程度の「落堀」を確認した。
■小田川の堤防裏法尻の落堀は東側に比較し西側の洗掘深が大きいことを確認した。
■高馬川左岸側沿いにも落堀（図中Ⅱ及びⅢ）が確認されている。

■ 被災要因の分析（左岸3k400） ①越水

4

①決壊箇所全景 7月9日撮影 ②決壊箇所堤内側の落堀 7月12日撮影

7月10～11日現地測量成果

小田川

①

②

Ｂ‘Ｂ

Ａ

Ａ‘

「落堀」洗掘深コンター図 現地調査写真

Ａ-Ａ’

③決壊箇所の基礎地盤露出 7月9日撮影 ④橋梁背面の洗掘状況 7月9日撮影

④ ③

洗掘深さ(m)

7.5m

最大落堀深さ1.2m最大落堀深さ1.2m

Ｂ-Ｂ’
決壊箇所の横断図

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ｎ

農道

決壊前の地盤高

決壊前の地盤高決壊後の地盤高
決壊後の地盤高

決壊前の堤防高

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。
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左岸3k400地質横断図

■小田川左岸3k300付近において追加のボーリング調査を実施した。（現在、室内土質試験を実施中）
■小田川左岸3k400の決壊箇所における堤防の盛土材料は、堤体下部が粘性土主体で上部が礫質土主体で構成されていると推察した。
■近傍の小田川左岸3k000付近の堤防の盛土材料は、堤体上部が砂質土主体だが上流の4k400においては全体が砂質土主体であると推察
され、決壊箇所と大きく異なる堤体材料で構成されていると推察した。

■治水地形分類図では、当該箇所は「扇状地」「旧河道」「氾濫平野」地形が混在する、複雑な基礎地盤を形成していると推察した。

小田川地質縦断図

小田川堤防決壊箇所近傍の地質横断図

追加ボーリング

DC（H30.07）

※DC ： 簡易動的コーン貫入試験

■ 被災要因の分析（左岸3k400） ②浸透

治水地形分類図

●
●

●

追加ボーリング

既往ボーリング

決壊前の堤防高

ＨＷＬ

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■小田川左岸3k300付近において弾性波探査を実施した。
■Ｓ波弾性波速度、ボーリング調査、サウンディング試験の結果よりT.P.+10m以深には「Ac層」が連続していると推察した。

小田川 

小田川左岸3k400堤防決壊付近の地質縦断図

※DC ： 簡易動的コーン貫入試験
SS ： スウェーデン式サウンディング試験

DC（H30.07） DC（H30.07）

DC（H30.07）

DC（H30.07）

DC（H30.07）

DC（H30.07）
DC（H30.07） SS（H30.07）

■ 被災要因の分析（左岸3k400） ②浸透

小田川左岸3k400堤防決壊付近のＳ波弾性波速度(川表法尻)

6※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。
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■小田川左岸3k400の決壊箇所の下流端断面における堤防の盛土材料は「粘性土」が主体の旧堤防を「礫質土」主体の中間土が覆ってお
り、表土は礫分の少ない「砂質土」が主体となっていることを確認した。

■基礎地盤については、既存の3k400地点のボーリング調査結果より、堤体直下に約3mの「Ac層」その下に「As層」の分布を確認した。

■ 被災要因の分析（左岸3k400） ②浸透

川表川裏

7月9日撮影

凡例
〇：粒度試験位置

礫分

砂分

細粒分

※試験位置は横断図を参照

決壊区間下流端部の現地観察結果 決壊区間下流端部の推定地質横断図

決壊区間下流端部の現地写真

1 2

3

川裏 川表

護岸背面が吸い出され，空洞となっている表面に礫分の少ない砂質土

Bs
Bsg

土のう
(緊急復旧対策)

Bcs(旧堤)

護岸コンクリート塊礫質土が主体
粘性土主体の旧堤が確認できる

水

D60

①：D60=3㎜
②：D60=20㎜
③：D60=0.04㎜

決壊区間下流端部の土質サンプルの粒度分布曲線

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



段階 プロセス 模式図

STEP１
堤体内部の水位
上昇

・長時間にわたって計画高水位を超過し、河川水位
が高い状態が続き、降雨も長時間続いた。

・このため、堤防に河川水及び雨水が浸透し、堤体
内部の水位が徐々に上昇したと推定される。
※今後詳細な分析が必要

STEP２
越水の開始と
内水の発生

・さらに河川水位が上昇し、まず、
小田川より堤防高の低い高馬川
が越水し、その後小田川の前後
区間と比較し堤防の低い高馬川
合流点付近の隅角部に越流水が
集中したと推定される。

・宅地側では内水氾濫も発生したと推定される。

STEP３
川裏法面の洗掘

・越水箇所には、天端舗装が施工されており、決壊
に至るまでの時間をある程度引き延ばしたと推察
される。

・越水により、時間の経過とともに、川裏法面の表
土が侵食され、その内部に存在する緩い砂質土が、
侵食を受け堤防断面が減少するとともに、堤防法
尻部では落堀が形成され法尻部の洗掘が進行した
と推定される。

STEP４
決壊
（堤体流失）

・更に川裏法面の侵食及び法尻部の洗掘が進み、堤
体が決壊、もしくは途中で川側からの水圧に耐え
きれず堤防が決壊したと推定される。

・また、小田川の堤防は、高馬川合流点付近から決
壊し、下流側へ決壊が拡大したと推定される。

■ 被災要因の分析結果（左岸3k400）

■主な決壊の原因は「越水」と推定される。
■その他の被災要因として、今次洪水は長時間にわたって計画高水位を超過し河川水位が高い状態が続き、降雨も長時間降り続いた。
このため「浸透」による堤防決壊の可能性も推定されるが、さらに詳細な分析が必要である。
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Ac

Bcs
Bsg

Bs

Ac

Bcs
Bsg

Bs

Ac

Bcs

Bs

Ac
Bs

小田川

小田川

小田川

小田川

Bsg

小田川

高
馬
川

①

②
越水



■ 被災要因の分析（左岸6k400） ①越水

■現況堤防高※及び痕跡水位から、堤防高の低い内山谷川に架かる国道486号線橋梁付近から溢水が発生したと推定される。
■その後、小田川の水位上昇により、前後に比較し堤防高の低い小田川・内山谷川合流点付近から越水が発生したと推定される。

※小田川の現況堤防高は定期測量成果（H28）
※内山谷川の現況堤防高は国所有のLP測量データ(H18)からの推定
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堤防高の縦断図

小田川

内山谷川

平面図

国道486号

一ノ口樋門
6.4k

①

②

①

小田川  

内山谷川堤防高

内山谷川合流 左岸内山谷川合流 右岸
一ノ口樋門

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

6.2k6.3k6.4k6.5k6.6k

(
T
.
P.
m
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現況堤防高（左岸）

小田川水位（再現）

痕跡水位決壊幅L=50m

上流→ →下流

内山谷川

(左岸川表痕跡水位)
樋門階段部で計測 ※

②堤防高の低い一ノ口樋門上流部
付近から決壊したと推定される。

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

小田川合流点

国道486号井原線
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LP堤防高（内山谷川左岸）
痕跡水位【内山谷川（0k000）】

小田川合流点

国道486号井原線

15.0

16.0

17.0

18.0

19.0

+0.0km+0.1km+0.2km+0.3km+0.4km

(
T
.
P.
m
)

LP堤防高（内山谷川右岸）
痕跡水位【内山谷川（0k000）】

①国道486号線橋梁付近から越水が
発生したと推定される。

上流→ →下流

→下流上流→

①国道486号線橋梁付近から越水が
発生したと推定される。



■ 被災要因の分析（左岸6k400） ①越水

■現地調査の結果、小田川堤防一ノ口樋管上流付近に最大深さ1.5m程度の「落堀」を確認した。
■小田川堤防一ノ口樋管上流付近の落堀は、樋管直上流部（図中Ⅰ）に比較し、西側（図中Ⅱ）の落堀の範囲が狭いことを確認した。
■図中Ⅰの落堀の痕跡から図中Ⅱの落堀と比較すると流水がより集中し、大きな洗掘を受けたと推定。（表裏が石張り構造の旧堤防も流
出し、旧堤防流出箇所では木杭が一部残存していることを確認）

10

11

6.3m

①決壊箇所全景 7月9日撮影 ②下流側決壊断面 7月9日撮影

③決壊箇所堤内側の落堀状況 7月9日撮影

現地調査写真

決壊箇所の横断図

④決壊箇所の堤防拡築跡 7月10日撮影  基礎地盤は粘性土主体 7月10日撮影

小田川

「落堀」洗掘深コンター図
7月10日～11日 現地測量成果

Ａ

最大落堀深さ1.5m

Ａ’

Ａ-Ａ’

洗掘深さ(m)

ⅠⅡ
旧堤防が流出

痕跡水位
T.P.+16.94+0.
04=16.98m

旧堤防が流出

決壊前の堤防高決壊前の地盤高

決壊後の地盤高

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



川表川裏

■小田川左岸6k400付近において、追加のボーリング調査等を決壊箇所周辺で実施した。（現在、室内土質試験を実施中）
■小田川左岸6k400の決壊箇所における盛土材料は、堤体内部が砂質土主体で、上部が粘性土主体で構成されていると推察した。
■近傍の左岸6k300は、築堤材料が砂質土主体で構成されていると推察され、決壊箇所と大きく異なる堤体材料で構成されていると推察
した。

■治水地形分類図では、当該箇所は「氾濫平野」地形が基礎地盤を形成していると推察した。

小田川地質縦断図

左岸6k400地質横断図

追加ボーリング

治水地形分類図

●

●●

追加ボーリング

小田川堤防決壊箇所近傍の地質横断図

■ 被災要因の分析（左岸6k400） ②浸透

Bsc

Bsc

11
既往ボーリング

決壊前の堤防高

ＨＷＬ

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 被災要因分析（左岸6k400） ②浸透

小田川 

12

小田川左岸6k400堤防決壊付近の地質縦断図

SS（H30.07）
SS（H30.07）SS（H30.07）SS（H30.07）SS（H30.07）

SS（H30.07）DC（H30.07）

※DC ： 簡易動的コーン貫入試験
SS ： スウェーデン式サウンディング試験

■小田川左岸6k400付近において弾性波探査を実施した。
■Ｓ波弾性波速度、ボーリング調査、サウンディング試験の結果よりT.P.+10m以深には「Ac層」が連続していると推察した。

小田川左岸6k400堤防決壊付近のＳ波弾性波速度(川表法尻)

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 被災要因の分析（左岸6k400） ②浸透

■小田川左岸6k400の決壊区間の下流端断面における堤防の盛土材料は、「粘性土」が主体の旧堤防を「礫質土」主体の中間土が覆って
おり、表土は「粘性土」で覆われていることを確認した。

■基礎地盤については、既存の6K300のボーリング調査結果より、堤体直下に約3mの「Ac層」、その下に「As層」の分布を確認した。

13

決壊区間下流端部の現地観察結果

決壊区間下流端部の現地写真 ※試験位置は横断図を参照

7月9日撮影

川表川裏

決壊区間下流端部の推定地質横断図 凡例
〇：粒度試験位置

礫分

砂分

細粒分

1

2

アスファルト舗装 堤体土が川表側に流出表層全体は粘性土である

Bsg

Bsc

川裏 川表

護岸ブロック、アスファルトおよび礫

水

崩壊土が上に乗っている可能性有り

①：D60=1㎜
②：D60=0.2㎜

D60

決壊区間下流端部の土質サンプルの粒度分布曲線

※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 被災要因の分析（左岸6k400） ②浸透

■小田川左岸6k400の決壊区間の上流端断面における堤防の盛土材料は、「粘性土」が主体の旧堤防を川裏側に腹付けして拡築され「礫
質土」主体の材料となっている。さらに、川表側に拡築が行われ、「砂質土」主体の材料で覆われ、表土は川表拡築と同様に「砂質
土」主体の材料で覆われていることを確認した。

■基礎地盤については、既存の6K300のボーリング調査結果より、堤体直下に約3mの「Ac層」、その下に「As層」の分布を確認した。

決壊区間上流端部の現地観察結果

決壊区間上流端部の現地写真 ※試験位置は横断図を参照

7月9日撮影

凡例
〇：粒度試験位置

礫分

砂分

細粒分

川表 川裏

決壊区間上流端部の推定地質横断図

12

3
4

5

6 7

アスファルト舗装

φ300程度の石張り構造の護岸が設置されている

表層全体は粘性土である 堤体内部は砂質土層である

Bsg

Bsc

Bsc
間知石跡

堤体下部は粘性土である

Bsc

水

川裏川表

D60

①：D60=0.2㎜
②：D60=0.1㎜
③：D60=1㎜
④：D60=0.1㎜
⑤：D60=2㎜
⑥：D60=1㎜
⑦：D60=0.2㎜
⑧：D60=0.5㎜

決壊区間上流端部の土質サンプルの粒度分布曲線

14※今次洪水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。



■ 被災要因の分析結果（左岸6k400）

段階 プロセス 模式図

STEP１
堤体内部の水位
上昇

・長時間にわたって計画高水位を超過し、河川水位
が高い状態が続き、降雨も長時間続いた。

・このため、堤防に河川水及び雨水が浸透し、堤体
内部の水位が徐々に上昇したと推定される。
※今後詳細な分析が必要

STEP２
越水の開始と
湛水の発生

・更に河川水位が上昇し、内山谷川の橋梁部より溢
水が発生し、その後小田川の前後区間と比較し相
対的に堤防高の低い箇所から越水が発生し、越流
水が集中したと推定される。

・宅地側では溢水した水が氾濫し、湛水していたと
推定される。

STEP３
川裏法面の洗掘

・越水箇所には、天端舗装が施工されており、決壊
に至るまでの時間をある程度引き延ばしたと推察
される。

・越水により、時間の経過とともに川裏法面の表土
が侵食され、その内部に存在する緩い砂質土がさ
らに侵食を受け堤防断面が減少するとともに、堤
防法尻部では、落堀が形成され法尻部洗掘が進行
したと推定される。

STEP４
決壊
（堤体流失）

・更に川裏法面の侵食及び法尻部の洗掘が進み、堤
体が決壊、もしくは途中で川側からの水圧に耐え
きれず堤防が決壊したと推定される。

15

■主な決壊の原因は「越水」と推定される。
■その他の被災要因として、今次洪水は長時間にわたって計画高水位を超過し河川水位が高い状態が続き、降雨も長時間降り続いた。
このため「浸透」による堤防決壊の可能性も推定されるが、さらに詳細な分析が必要である。

Ac

BscBsg
Bsc 小田川

Ac

BscBsg
Bsc 小田川



被災要因の分析

（末政川左岸0.4k）

資料-２-２
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岡山県■被災要因の分析（末政川左岸0.4k） ①越水に対する分析
■ 0.4k付近の橋梁部が、上下流に比して相対的に低位にある。
■ 末政川の決壊箇所付近において、今次出水の推定流量は疎通可能であり、溢水は小田川の背水に起因するものである。

ｖ

縦断図（LPデータ）

流下能力図（等流計算）流下能力図（等流計算）

決壊箇所

決壊箇所付近において
自己流は疎通可能

平面図

ｖ

0.6k

0.5k

0.4k

0.3k

橋梁部が低位

決壊箇所
11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

0.0k 0.2k 0.4k 0.6k 0.8k 1.0k 1.2k 1.4k 1.6k

水位

(T.P.m)

小田川水位(再現)

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

小田川からの背水が
橋梁部から氾濫

決壊箇所

Ｌ＝約40m
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岡山県■被災要因の分析（末政川左岸0.4k） ①越水に対する分析

「落堀」洗掘深平面図 現地調査写真

■現地踏査の結果、決壊箇所区間の上流端の橋梁の転落防止柵に溢水の痕跡が確認された。
■本区間は橋梁部の堤防高が低く、橋梁部からの溢水が主であり、越水による影響は小さいと考えられる。
■現地踏査の結果、堤内側に「落堀」が確認された。橋梁測量図の重ね合せより堤防下部に最大深さ1.5m程度、洗掘されたことが
想定される。

①決壊箇所全景 7月9日撮影①決壊箇所全景 7月9日撮影 ②落堀状況 7月12日撮影②落堀状況 7月12日撮影

③溢水の痕跡 7月9日撮影③溢水の痕跡 7月9日撮影

末政川

末政川

末政川
末政川

1

3

2

断面位置

Ａ

Ａ

落堀 1.5m

Ａ-Ａ断面

7.0m

1.5m

▽T.P. 10.0m

再現水位

※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：H30/7 測量成果で、堤防部分は一部仮復旧形状を含む
※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：H30/7 測量成果で、堤防部分は一部仮復旧形状を含む
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岡山県■被災要因の分析（末政川 0.4k） ②浸透に対する分析

■基礎地盤の表層には固い粘性土層(Ac)が5m程度堆積しており、この粘性土の下は締まった砂礫層(Dg)である。

土質想定縦断図

 末政川
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岡山県■被災要因の分析（末政川左岸0.4k） ②浸透に対する分析

決壊区間-推定地質断面図決壊区間下流端部-観察結果

撮影日：平成30年7月10日

Bs(砂質土)

護岸コンクリート

堤体土は砂質土である

小田川  

末
政
川 

0.7k

0.4k

既往地質調査

決壊箇所

スケッチ断面

護岸コンクリート

天端はアスファルト舗装されている

護岸背面が吸い出され，空洞となっている

川裏 川表 川裏

川表

■堤体については、砂質土(Bs)であることが現地踏査より確認された。
■基礎地盤には、小田川3.4k、6.4kと同様のシルト層(Ac)を近傍ボーリングデータで確認した。

Bs

Acs

Ac

Dg
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岡山県■被災要因の分析（末政川左岸0.4k） ③侵食に対する分析

平面図 流速縦断図（内外水モデルによる期間最大流速）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

0.0k 0.5k 1.0k 1.5k 2.0k 2.5k 3.0k 3.5k 4.0k

流速（m/s）

距離標

末政川最大流速縦断図

ｖ

決壊箇所

現地写真（決壊箇所の直上流）

1

1

末政川

積みブロック護岸

護岸上部は部分的に土羽

決壊地点の直上流では侵食は確認されていない

■決壊箇所（0.4k）の最大流速は2.0～2.4m/s(張芝が侵食される程度）である。
■護岸は積ブロック（設計流速4m/s～8m/s)であり，決壊地点の最大流速よりも大きな流速に対して安全な構造となっている。
また、護岸上部は部分的に土羽となっているが，決壊地点の直上流では堤防の侵食は確認されていない。

■侵食により決壊が生じた可能性は低いと推定される。
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岡山県■被災要因の分析（末政川左岸0.4k） ④構造物の影響
■末政川左岸0.4ｋの決壊区間には有井橋が存在するが，H30.7洪水による自己流水位は，桁下に到達していないと推察される。

被災状況写真

平面図

末政川

現地写真

①
①

①
②
①
③

①
①

①
③

堤防横断図と有井橋

末政川

末政川

Ａ

Ａ

自己流水深　Q=50.0m3/s

1:1.5 1:
1.
5

1:0.5 1:
0.
5

再現水位

※ H30.7洪水流量50m3/sにおいて，桁下に未到達
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段階 プロセス 模式図

STEP１
堤体内部の水位
上昇

長時間にわたる降雨と小田川の水位
上昇（背水）に伴い，末政川の水位が
上昇し，堤体内の水位が徐々に上昇
したと推定される。
※今後詳細な分析が必要

STEP２
溢水の発生

河川水位がさらに上昇し，橋梁部（有
井橋）から溢水が発生したと推定され
る。

STEP３
川裏法面の侵食

橋梁部からの溢水が，川裏側に
流入し，川裏法面が侵食されたと推
定される。

STEP４
決壊
（堤体流失）

さらに洗掘が進み堤体が決壊，もしく
は途中で川側からの水圧に耐えきれ
ず堤防が決壊したと推定される。

岡山県■被災要因の分析（末政川左岸0.4k） ⑥堤防決壊のプロセス
■主な決壊の原因は橋梁部からの「溢水」による、川裏側法面の侵食と推定される。
■その他の被災要因として、今次洪水は長時間にわたって河川水位が高い状態が続き、降雨も長時間続いた。このため「浸透」による堤防決壊
の可能性も推定されるが、さらに詳細な分析が必要である。

Bs

Bs

Ac

Acs

Ac

Acs

Ac

Aｃｓ

Bs

Ac

Aｃｓ



被災要因の分析

（末政川左右岸0.7k）

資料-２-２
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岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k） ①越水に対する分析
■ 0.7k付近を境に、上流区間に向けて堤防高が低位になる。同区間の堤防高に対して、小田川のピーク水位は高位にある。
■ 末政川の決壊箇所付近において、今次出水の推定流量は疎通可能であり、越水は小田川の背水に起因するものである。

縦断図（LPデータ）

ｖ

流下能力図（等流計算）

決壊箇所

決壊箇所付近において
自己流は疎通可能

平面図

ｖ

0.9k

0.8k

0.7k

0.6k

決壊箇所

右岸が低位

上流が低位

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

0.0k 0.2k 0.4k 0.6k 0.8k 1.0k 1.2k 1.4k 1.6k

水位

(T.P.m)

小田川水位(再現)

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

決壊箇所

左岸Ｌ＝約110m
右岸Ｌ＝約150m

小田川からの背水が堤防
が低位な右岸から氾濫
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岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k）①越水に対する分析

「落堀」洗掘深平面図 現地調査写真

■現地調査の結果、決壊箇所の上流端付近から「落堀」が堤内側に伸びていることを確認した。
■落堀の深さは、被災後測量断面と落堀最深部の単点標高を比較して、左岸が0.8m、右岸が3.0m程度であると確認した。

高馬川

①決壊箇所全景 7月15日撮影①決壊箇所全景 7月15日撮影 ②決壊箇所全景 7月撮影②決壊箇所全景 7月撮影

※土木研究所資料より抜粋

末政川
1

断面位置

末政川

末政川

0.8m程度洗掘

③決壊箇所全景 8月4日撮影③決壊箇所全景 8月4日撮影

末政川

3

Ａ

Ａ

3.0m程度洗掘

Ａ-Ａ断面

4.2m

最大落堀深さ0.8m
最大落堀深さ3.0m

再現水位

▽T.P. 10.8m

▽T.P. 12.1m

※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：H30/7 測量成果で、堤防部分は一部仮復旧形状を含む
※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：H30/7 測量成果で、堤防部分は一部仮復旧形状を含む
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岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k ） ②浸透に対する分析

土質想定縦断図

■基礎地盤の表層には固い粘性土層(Ac)が2m程度堆積している。この粘性土の下は締まった砂礫層(Dg)が卓越しているが、
下流側は砂層(As)を挟んでいる。

 末政川
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岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k ）②浸透に対する分析

決壊区間-推定地質断面図決壊区間上流端部-観察結果

Bs(砂質土)

Bsg(礫質砂)

小田川  

末
政
川 

0.7k

0.4k

既往地質調査

決壊箇所 スケッチ断面

護岸コンクリート

堤体土は砂質土である

天端はアスファルト舗装されている

内部の一部は礫質土である

0.075mm 2mm 75mm

粘土・シルト 砂 礫 石

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.01 0.1 1 10 100

重
量
百
分
率
（
%
）

粒 径 (mm)

粒径加積曲線 末政川0.7k右岸上流①

末政川0.7k右岸上流②

粘土 シルト 粗砂 礫

0.005 0.075 2.000

2

1

川裏 川表

D60：0.84mm

D60：1.7mm

■堤体は砂質土主体，基礎地盤構に粘性土が堆積していることが、近傍の2本のボーリングより確認された。
■堤体については、表層が砂質土(Bs)、内部に一部礫を含んだ砂質土(Bsg)があることが現地踏査および粒度試験より確認された。

1

2

※試験位置は横断図を参照

川裏 川裏川表

Bsg
Bs

Asc
Ac
Asc
Ag
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岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k） ③侵食に対する分析

平面図

■決壊地点（末政川0.7k）の最大流速は1.2m/s～2.2m/s(張芝が侵食される程度）である。
■堤防は積みブロック（設計流速4m/s～8m/s)であり，決壊地点の最大流速よりも大きな流速に対して安全な構造となっている。
また、護岸上部は部分的に土羽となっているが，決壊地点の直上流では堤防の侵食は確認されていない。

■侵食により決壊が生じた可能性は低いと推察される。

流速縦断図（内外水モデルによる期間最大流速）

ｖ

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

0.0k 0.5k 1.0k 1.5k 2.0k 2.5k 3.0k 3.5k 4.0k

流速（m/s）

距離標

末政川最大流速縦断図

現地調査写真

決壊箇所

末政川

1

1

積みブロック護岸

護岸上部は部分的に土羽

決壊地点の直上流では侵食は確認されていない
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岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k） ④構造物による影響

平面図

■伏越し箇所において，水みちが形成され，浸透破壊を助長した可能性が考えられる。
■伏越しの取り付け水路に越流水が集中し，川裏の堤体侵食を助長した可能性が考えられる。

ｖ

被災後写真

末政川

決壊範囲

下流伏越し

上流伏越し
上流橋梁

上流伏越し・橋梁

下流伏越し

横断図

上流伏越し下流伏越し

※ 横断図は，被災箇所近傍を利用

ヒューム管周辺に水みちが形成された可能性がある
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段階 プロセス 模式図

STEP１
堤体内部の水位
上昇

長時間にわたる降雨と小田川の水位
上昇（背水）に伴い，末政川の水位が
上昇し，堤体内の水位が徐々に上昇
したと推定される。
※今後詳細な分析が必要

STEP２
越水の開始

さらに河川水位が上昇し，堤防天端
に達し，越流により川裏法面が侵食
されたと推定される。

STEP３
右岸堤防の決壊

時間の経過とともに，川裏法面の侵
食が進行し，先に右岸堤防が決壊し
たと推定される。

STEP４
左岸堤防の決壊

小田川左岸3.4ｋの決壊に伴い，右岸
側の堤内水位が上昇し，左岸堤防に
越流が発生。

越流による侵食が進行し，左岸堤防
も決壊したと推定される。

■主な決壊の原因は「越水」と推定される。
■その他の被災要因として、今次洪水は長時間にわたって河川水位が高い状態が続き、降雨も長時間続いた。このため「浸透」による堤防決壊

の可能性も推定されるが、さらに詳細な分析が必要である。

Ac

Bs

Bsg

Bsg

岡山県■被災要因の分析（末政川左右岸0.7k ）⑤被災要因の推定

Asc

Ac
Asc

Bs

Bsg

Ac
Asc

Bs

Bsg

Bs

Ac
Asc



被災要因の分析

（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k）

資料-２-２
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岡山県■被災要因の分析（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k） ①越水に対する分析

■ 0.0kから上流区間に向けて堤防高が低位である。同区間の堤防高に対して、小田川のピーク水位は高位にある。
■ 高馬川の決壊箇所付近において、今次出水の推定流量は疎通可能であり、越水は小田川の背水に起因すると推定される。

平面図

ｖ

0.0k

0.1k

0.2k

堤防が低位

決壊箇所

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

18.0

0.0k 0.1k 0.2k 0.3k 0.4k 0.5k 0.6k 0.7k 0.8k 0.9k 1.0k 1.1k

水位

(T.P.m)

小田川水位（再現）

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）

小田川からの背水が堤防
が低位な区間から氾濫

決壊箇所

小田川背水より概ね堤防が低位な区間

左岸Ｌ＝約20m
右岸Ｌ＝約55m

縦断図（LPデータ）

決壊箇所付近において
自己流は疎通可能

流下能力図（等流計算）

決壊箇所
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小田川

岡山県■被災要因の分析（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k） ①越水に対する分析

「落堀」洗掘深コンター図 現地調査写真

■現地踏査の結果、決壊箇所の下流端に「落堀①」(コンター図[落堀①])を確認した。測量図の重ね合せより深さは1.2m程度である。
■高馬右岸の基礎地盤の落堀[落堀②]は、小田川本川による落堀[落堀①]より浅く、深さは1.0m程度であることが確認できた。

高馬川

高馬川

①決壊箇所全景 7月12日撮影①決壊箇所全景 7月12日撮影 ②決壊箇所堤内側の落堀 7月9日撮影②決壊箇所堤内側の落堀 7月9日撮影

③左岸堤内側の洗掘状況 7月9日撮影③左岸堤内側の洗掘状況 7月9日撮影

Ａ

Ａ

高馬川
高馬川

1

2

3

（落堀①）（落堀①）

（落堀②）（落堀②）

洗掘深さ(m)

Ａ-Ａ断面

6.8m

1.0m

▽T.P. +10.00m程度（地盤高）▽T.P. +10.00m程度（地盤高）

再現水位
決壊前の堤防高決壊前の堤防高

※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：被災後の3D計測データ（Ｈ30/7）より作成
※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：被災後の3D計測データ（Ｈ30/7）より作成
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岡山県■被災要因の分析（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k） ②浸透に対する分析

土質想定縦断図

■小田川左岸3k400におけるボーリング調査、サウンディング調査などにより、基礎地盤の表層には固い粘性土層(Ac)を厚さ約3m
程度堆積しており、この粘性土の下位には広く砂層(As)が分布していることを確認した。

高馬川 
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岡山県

決壊区間下流端部-推定地質断面図決壊区間上流端部-観察結果

撮影日：平成30年7月10日

Bsc(粘性土質砂)

小田川  

高
馬
川 

0.1k

決壊箇所

スケッチ断面

既往地質調査

3.0k3.4k

護岸コンクリート堤体土は礫質土である

天端はアスファルト舗装されている

上層に粘性土が確認できる

1 2

※試験位置は横断図を参照

川裏 川表 川裏川表

D60：0.17mm

D60：0.19mm

■被災要因の分析（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k） ②浸透に対する分析
■堤体については、全体が粘性土質砂(Bsc)であることが現地踏査および粒度試験より確認された。
■基礎地盤には、表層に粘性土3m、その下部に砂層が堆積していることを近傍ボーリングデータおよび当該箇所での土質調査で確認
した。

0.075mm 2mm 75mm

粘土・シルト 砂 礫 石

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0.001 0.01 0.1 1 10 100

重
量
百
分
率
（
%
）

粒 径 (mm)

粒径加積曲線 高馬川0.1k右岸上流①

高馬川0.1k右岸上流②

粘土 シルト 粗砂 礫

0.005 0.075 2.000

1

2
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岡山県

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

0.0k 0.2k 0.4k 0.6k 0.8k 1.0k 1.2k 1.4k 1.6k 1.8k 2.0k

流速（m/s）

距離標

高馬川最大流速縦断図

平面図

流速縦断図（内外水モデルによる期間最大流速）

ｖ

■決壊箇所（0.1k）の最大流速は0.5m/s～0.8m/sである。
■堤防はコンクリート三面張（設計流速4m/s～8m/s)であり，決壊地点の最大流速よりも大きな流速に対して安全な構造となっている。
また、上部はブロック張り護岸であり，決壊地点の直下流では堤防の侵食は確認されていない。
■侵食により決壊が生じた可能性は低いと推定される。

決壊箇所

■被災要因の分析（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k） ③侵食に対する分析

現地調査写真

1

1

決壊地点の直上下流では侵食は確認されていない

高馬川

2

2

高馬川

コンクリート三面張

上部はブロック張り護岸
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段階 プロセス 模式図

STEP１
堤体内部の水位
上昇

長時間にわたる降雨と小田川の水位上昇（背
水）に伴い，高馬川の水位が上昇し，堤防に河
川水及び雨水が浸透し，堤体内の水位が徐々
に上昇したと推定される。
※今後詳細な分析が必要

STEP２
越水の開始

河川水位がさらに上昇し，堤防天端に達し，越
水が発生したと推定される。

STEP３
川裏法面の洗掘

時間の経過とともに，川裏法面の侵食が進行し，
徐々に堤防断面が減少したと推定される。

STEP４
決壊
（堤体流失）

さらに洗掘が進み堤体が決壊，もしくは途中で
川側からの水圧に耐えきれず，堤防が決壊し
たと推定される。

■主な決壊の原因は「越水」と推定される。
■その他の被災要因として、今次洪水は長時間にわたって河川水位が高い状態が続き、降雨も長時間続いた。このため「浸透」による堤防決壊

の可能性も推定されるが、さらに詳細な分析が必要である。

Bsc

Asc

Ac

Dsg

岡山県■被災要因の分析（高馬川右岸0.1k,左岸0.0k） ④被災要因の推定

Bsc

Bsc

Ac

Ac

Ac

Asc

Asc

Asc

Dsg

Dsg

Dsg



被災要因の分析

（真谷川左岸0.5k）

資料-２-２
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岡山県■被災要因の分析（真谷川左岸0.5k） ①越水に対する分析
■ 0.5k付近の堤防が、上下流に比して相対的に若干低位にある。これに対して、小田川のピーク水位は高位にある。
■ 真谷川の決壊箇所付近において、今次出水の推定流量は疎通可能であり、越水は小田川の背水に起因するものである。

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

0.0k 0.2k 0.4k 0.6k 0.8k 1.0k 1.2k 1.4k 1.6k 1.8k 2.0k

水位

(T.P.m)

小田川水位(再現）

現況堤防高（左岸）

現況堤防高（右岸）
ｖ

縦断図（LPデータ）

流下能力図（等流計算）

決壊箇所 決壊箇所付近におい
て自己流は疎通可能

平面図

ｖ

0.5k

0.4k

0.6k

決壊箇所

周辺に比べ
て若干低位

決壊箇所

Ｌ＝約75m

周辺に比べ
て若干低位
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岡山県■被災要因の分析（真谷川左岸0.5k） ①越水に対する分析

「落堀」洗掘深コンター図

■現地踏査の結果、決壊箇所区間の上流で天端より高い位置に痕跡水位を確認した（堤防天端＋0.18m程度）。このことから、越水
が発生したことが想定される。

■現地踏査の結果、決壊箇所の堤内地盤に最大深さ0.65ｍ程度の洗掘を確認した。下流側の方が洗掘深が深い事を測量図より確認し
た。

現地調査写真

高馬川

①決壊箇所全景 7月10日撮影①決壊箇所全景 7月10日撮影

②痕跡水位 7月15日撮影②痕跡水位 7月15日撮影

③左岸堤内側の洗掘状況 7月15日撮影③左岸堤内側の洗掘状況 7月15日撮影

0.65m

1

真谷川

真谷川

2

3

0.18m

真谷川真谷川

ＡＡ ＡＡ

洗掘深さ(m)

痕跡水位確認箇所

6.2m

Ａ-Ａ断面

▽T.P. 10.1m

再現水位

※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：H30/7 測量成果
※決壊前の地盤高：決壊箇所直近の現況断面
※決壊後の地盤高：H30/7 測量成果
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岡山県■被災要因の分析（真谷川左岸0.5k） ②浸透に対する分析

土質想定縦断図

 真谷川

■基礎地盤の表層には固い粘性土層(Ac)が2m程度堆積し、この粘性土の下は砂層(As)～砂礫層(Ag)が堆積している。
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岡山県■被災要因の分析（真谷川左岸0.5k ） ②浸透に対する分析

決壊区間-推定地質断面図決壊区間下流端部-観察結果

Bsg(礫質砂)

Bsc(粘性土質砂)

小田川  

 

真
谷
川

0. 5k

既往地質調査

決壊箇所

スケッチ断面

護岸コンクリート

堤体土は砂質土である

天端はアスファルト舗装されている

下層は粘性土および礫質土である

0.075mm 2mm 75mm

粘土・シルト 砂 礫 石
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0.001 0.01 0.1 1 10 100

重
量
百
分
率
（
%
）

粒 径 (mm)

粒径加積曲線 真谷川0.3k左岸下流①

真谷川0.3k左岸下流②

粘土 シルト 粗砂 礫

0.005 0.075 2.000

1

2

1 2

※試験位置は横断図を参照

川裏 川表

川裏 川表

D60：0.67mmD60：0.34mm

■堤体については、上部が礫質砂(Bsg)、下部が粘性土砂(Bsc)であることが現地踏査および粒度試験より確認した。
■基礎地盤については、粘性土層(Ac)、砂質土層(As)、礫質土層(Ag)の存在を小田川との合流部付近の既往地質調査で確認した。
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撮影日：平成30年7月15日
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岡山県■被災要因の分析（真谷川左岸0.5k） ③侵食に対する分析
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平面図 流速縦断図（内外水モデルによる期間最大流速）

ｖ

■決壊箇所（0.5ｋ）の最大流速は0.8m/s～1.5m/sで，張芝の設計流速（2.0m/s)以下である。
■堤防構造はコンクリートブロック張り（設計流速4m/s～8m/s)である。
また，護岸上部は部分的に土羽となっているが，決壊箇所の対岸では侵食は確認できない。

■侵食により決壊が生じた可能性は低いと推定される。

現地調査写真

決壊範囲

1

1

真谷川

コンクリートブロック張り護岸

護岸上部は部分的に土羽

決壊地点の対岸では侵食は確認されていない
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段階 プロセス 模式図

STEP１
堤体内部の水位
上昇

長時間にわたる降雨と小田川の水位
上昇（背水）に伴い，真谷川の水位が
上昇し，堤防に河川水及び雨水が浸
透し，堤体内の水位が徐々に上昇し
たと推定される。
※今後詳細な分析が必要

STEP２
越水の開始

河川水位がさらに上昇し，堤防天端
に達し，越水が発生したと推定される。

STEP３
川裏法面の洗掘

時間の経過とともに，川裏法面の侵
食が進行し，徐々に堤防断面が減少
したと推定される。

STEP４
決壊
（堤体の流失）

さらに洗掘が進み堤体が決壊，もしく
は途中で川側からの水圧に耐えきれ
ず堤防が決壊したと推定される。

■主な決壊の原因は「越水」と推定される。
■その他の被災要因として、今次洪水は長時間にわたって河川水位が高い状態が続き、降雨も長時間続いた。このため「浸透」による堤防決壊

の可能性も推定されるが、さらに詳細な分析が必要である。
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■被災要因の分析（真谷川左岸0.5k ） ⑤堤防決壊のプロセス


